
179.中近世土器としての

信楽焼

1，は じめに

i，l省以止さについては、 JAIIIjrjG:H:における15・16tJl:

;i~の U:iについて」 という lill でよる 1!J88 :r~ 11 )-]26 EIに

rl叶世 1'，総liJf'fl:公約 7Iril!l)f)'e 集会で~ê:N させて l玲いた。

その後、そのlJ\1:必を ~Il ;りにまとめ19日9.i['-8 JJに稿了

した，その1/'1千五{阜、 J:lt(1: tllられている 1I¥-I:il1物の内、

良品iな 4活j立物からトータル的なjti:i1:のゆ'!tI:-I:，協の愉

1えを与えようとする Lのである仰そしてその守物えそしを

作った 1・で側々の捌かな，Aをj[めていこうという考え

Hであり、 "'111:の Ijíjf1 キ ~t氏が研究を進めているもの

である. 勺然のごとく、このなかでI.{~~後きをそのrl1

のひとつの総純としてぬった.

一方、i!i:il-:i. l ¥染織さをとりあげj!iil:紙上記の止すE科

慌て";1q'/.外III1:の1，1決処J (1987iFloJl)と f中世

のい来J (1988:'・10)J )と'，I~Iニ従って{r::両様が開催

きれた.ネトにそのうちの rrf叶11:のj，l楽』のなかで、;支

のl1dl~jn物 ~'I' 心に絵ì'Ntl"\;か稿料三凶ととむにその概

必について;!料品されている ，こ れについては、総了後

であったので触れるニとはできなか勺たが、巡ったん・

法Jf日によ勺て ig， きだされた鮎以・ではあるが、 j，}司~:Bl}L

l引の 11 ~1 ~ ~:，~ で彼.'.1，(があったニとドついてはがli しいこ

とであると!必じて いる。

しかしながら、その後光炎された rf， i泌総~~~iドの覚

えJ.rJ 1二ついてを 。h'~ ませていただ< 1よついて 、その{也

の I)~干Fについては、ニ 1L まて"17) '1' j!i: 111; 1'，1伐の J，'iWJ以内側

'51::や'1"111:1二日誌iAU凶J命の成月比・からj色Jl且したいrf千の部分や

や)iの恋心;(I(J1，' ~.!. J j 'tpが!必ぜ九九るので、あえてこの

紙lfii~ .tj (l~りしてね l'じリを fゆるよとにした。

以前、 'I~I恨の川.wを与えるには1~Ii'lU] 'J'./~であると込

べたが、この主d，¥'らはま たで変わっていない市なぜかと

いえばj!i:irに於いての'1'i!i: 111: 1 総研究の J~liをはまだj止

を踏みだしたばかリで資料的にらたにでないむのが多

かったリ、紛れていろ・ぃ Lのが多いからて'ある。全体

のある杭伐の6(tl品とした bのが:L1ヰとない時点て'の判断

Il ，，1~ りを;J'{1 くからでもある.しかしなカε ら、 -/jある

f，1伎の IIll111と}jlo，!f<e.ll号唱えて行かなければならないこ
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とむまた~Ji災である

ここではあえてその危険を犯して"(1.をl取る ζ とにし

た。それは今後のj!i:H:のq'j!i: 111: l:総IlJf'fl:の }JI;']をみ・え

るJ'，でif(袋な必:似をn司つむのと .yjえたからである。

よって、舟JE ら寸aの日~I分む めるとAr-えられるがl必刊

のj，:行を汲んでいただ与御干F品k的fi¥、た L、。

2.出現期の信楽焼きの分布と機江遺跡について

f， l 栄焼き : 1 \現の Illl泌については、，Iil~から統〈汚染

~tr'l~ となるか、 'IJ Ilttl.怖 に I )f) か II た :~X~ となるかが、

まず11υJJの1111題点て¢あ勺 fょ。ニ hの答えについては、

守1LJ ，Ij杉iT.i立跡やW(IJ.:jli跡が終えを ，'1'，してく IIた。こ

れまで\こ il らのことが.f'~j;~ できなかったのは、 lj \tニ

j蛍物，'IJ(:l¥1:していなかったからではなく、{正:一Ilt，r.，rl'心

ののf'7eにf-iiリすぎたため'1'j!i: 111: 1: ?:~"f交が主ちi笠II 、

j!.i:iU:陶総としていAE娩きが)¥附にj也、、やらtlていたか

らにす~'な、、.おそらくいまでむ 11 に触れず!U(ってい

るものが多数あると行えられる.近年の"'j!i:i1t1)'，';ザ:

のブームのなかで~j丘の光弘のむのについては織作が

少なからず行われているがその数1.1-ilHll近で L、

多量にMi則自!と隆悦IUIのj，t来総きのニね体とmi-i'を:B

l: した野洲IU!'ii\'楽 7izj蛍 ~11;のように、その分布伎はi，:f'f

にJftえるー)jである。

よって、 「その交千五について として_I..げらjしてい

るill跡だけで)¥'f・1・けられる 11II犯ではないのであるが。

たとえよれらのぽ問、をi仰いとるとしても、そのなかに

は、 1片品と ~S{品1M;の ;つの何ilíl l のむのがあることや、

，~~i*刷、 を 』よ るにも、 i例えばIJ，:々~，a\.: がJIII相i し上うとし

たこと Lあゐ延rlf.')':の S:~tftの ìti:;1:八的 「・似IJtjむ跡、H 

~~大社やJ'f法院の;r1: li， 1 であ勺た‘災以1111'総iU 跡、 t\::j ';の

i益ぬの中心地でめった '.i'l l l の』ιi J:ì立跡、械il:j也跡、~![

1パ.)'の I"JliíjlU J である大; I'， l l jJU ~ドja跡、 j也 )j ~II ， l j である

妙{糸川当日舟(十I'W"¥;の城・i"Tげではない) ~;と fof( 々のn

怖の遺跡がfrまhているニ t~)'~~る。つまりこれは、
I.i楽がH¥上しているかどうか、市mの殺を併合・してい

るかどうかというニとだけでin跡のHcmを"，していな

いこ E がわかる.ひとつの総純だけで'~H高の色分けを

するのはまず無1'[であるといわざるをえない.

るし、 UilニトmUJI，;従焼きが111j:する遺跡が{主/~ -*氏

E?託扱な関係がある とするとしてむ、これらの遺跡の

竹:r.-tをます '('1ユ・j'l，わたリ‘1.i，，1Iーする必従f1ヵ、あるだろ



う。これらは、ひとつひとつのi立跡の雌ちとと i立物の~H

J~とをあたれば島早るニとであるが、おそらくこ fl b Jjijf!，t 

のように無.fI1!であろうと号えられる.

ょこではニのなかのひとつとして、 1与に償i仁i立跡に

ついて、予~ll1i;l14rdlt勺行として州統にさせてお・きたい。

ます、可IJi森 (}d，1'<ll )のデ-1ーのとおり、土器

車Il成のうえからはまった〈 ・般の~訟としかいいよう

がないということ、さらにI1HtY.としては、 I-..I.itと多数

の)jIf~ I)~~ を持つ( .'J:I;~UじさJlるまでの'1 "1仕新興仏教

i立場と J7・えられるが本行合外れるのでこのことについ

てはお1を日1Iにしたい)li:Iけを'1'心として 6折れの'ぶが

集介する治f!司、、のリHi品目亦であるよと t.HI!:なのとおりで

あるが、|ベI，hii待合JFつリ~{ì高をすぐ (IJ息イOJ 十Jぷーの 'U，fj

(/) ~.j): とするわけにはいかな L 、。 Î!J; il: で L おおよそ'i'1It
の集併は消て"I>(，llijされている伶ょの43ftでいけば、 j!I:iι
の '1 ' 111:の~併はすべて 'I;~ イiの iγ五(lI"i の h{'JJk.tむばかリに

なゥてしまうわけである. こ 1れIIはよb北Þ，'I官: と 日応足 ':(i存とカがr引t首l~υlドい刷I訂叶iJ l 

して Iおi り+花JlI!でさていない4私紡.J点lt; 月以Eのよう lに~M必F主‘じら 1れL る 。

j立f仇品札‘z諭GE しての，)必Jふ'バ川;

J脱拠削十似必なI，{正ベ引:1ド例州11山川Ii川Ijて9マぴの>1，川川川tりサ;Jげ:'Ii二1形fμ3悠=ユ-'1山;河1イiな.吋払3品'仁 「白1J1l!.トiドJtH粍を

イiする・紋1 とするにははなはだi':!i附すぎるわけであ

る。 JJ/.(1さっちリとしたリH7;跡fiJf'i'ef， ~ i'われていない

l芝l析でのl切れじ的なjjJl旬rtj，大きなiJi角干をまねくであろう，

やはリ、 ~S ~iιの形態と、敗f彪としてのランド7-7 と

は、W.l々のj立制:を・1'，たリ、むう少し分織して考えたう

えでft:iif~に微わなければな・らない= ~.!.Ic; iる

つまり、こ!lらのよとからむ初lYlI，t釈の受けてが、

段々木氏のイiJJ な(，:1也 1:・:~111 ゃ(r:JQJ.式 I:r-~とするには 、

防だ十1H処の怖いむのであるとぷわざるをえないのであ

る。 j!I:il:の.~:t(I() な ' 1' ;止 1": I '.~~のあリ )jから考えて 、

I.ì決1.ît~は 11 ';仕切1;加のひとつの総村であり 、~( -般的

なレベルで11'ì;~; (I()にilI[I曲し前代されていた製品のひと

つとしてしかと-えられない"さらにこのことは、次の

'1，;1);地のr:lJ泌を比I.l/.f不IIH危な よとがなおlリlらかであ

る。

3.信楽庄のことについて

{， l 淡~t さの:賃制:の(，:(1， -1- る J1l!.J!或/J.、， 10" 1 1:でいうとこ

ろの I， t司明事またはも I'~~I\:である。 f， ì栄IÎ: li 大'j':苫) 1二 C:~I;

IUf、出口組、 牧、 判¥i')，Ld'J・( ~I"II 、 iJ:1I1、La{'、Ulft. 

伺11)、<im:!( 1:側内、 ド1，'JJ': :i、日I，~)、小IJ;':(iJli、枠，，;(、

'1'IH，杉111、IJ、111、小川:11)、多~，己からなる皇事で、，Iî

くは!刻1'1~事h;(tCij立(9~IO-IOï4)のfl.il((であった。その

後、 正:j院院i.(i(~，;r. l語版 4~ f-1I39-1155、父Il正義I{，U怠

・J~、りは j~;tCllj r で.r~;J;J火山の以前であった}を主主てjli-

I街家の-v(iするとニろとなっている

j!J; í~ií反 E 、、えI!、 むと北'~ø.長TJ;()，jIjijをHL=し、その

(-.(，;':1俊民(jlllえからその "'~!ílj立をれて、またそのf-i!J;i:1i 

必')~に始まる /i.1Wぶの ^jt!l(l て'あリ、 'Il.'~年:.11年代 Lt.代々、

照政問1' 1 を， iJ る家柄である.その 後f， j!J; í純文If.~に荒る

まで!fI1J1iLの1'1:を 'I~ さ fJ_(¥、て現代にii.ゥている.

むとむと必I{，(f((j益の弘初であ った(.!梨fi-:が、 j丘術家

に手書るのは 、 i!J; í~1 J.~・だから数えてじI~ 11 のj![術家).~の

正応4(ド(1291)の 11与に小川に川住し給めた ~iからの

傑である。その H正・11.に気ってむ仰を L って 'I'~' を院し、

この地に似し1.判事をI'((している t

その後"，:eHでは文191311と (14il)よリ、 1ぷI}誌で1;1.

J攻'I'己4:ド (J306) 上り、代行峨にHii'l6氏をiYfき悦の

徴収にあたらせている。ニの!日l係lよ，leHで州う|以リ少

なくとむ、勺IlNW々 木lC:にMしていたと ilゎtιている

lリJ1じ9rド(1 50} )主ではあt、、ているニとになる.

また、 多抑制 6L'た{よ l見1 i' li[í北i'~~J，I;のイ品、I)llilをが多f，品J 己

氏を粉、しめめたのが卜I lである"その後 、〉【;-~員一 j't~~ 一

光 JJ一 光1女 (~能、予の食後泌，じした iがJlI'~I，lt を 1 1' tiで

jú~f付をし j!，，~ 'Jií~~J也 を 11延しさせている"そのどI献での

f， JÎ}ríK[を笈J有 される}と~:~~、 ・11与)，f句LC:，ニMしてい

たが'(;(1色.)くJEの'jiR¥、以後、総1I11.tHに以し111}I& . IJ十

代 ・1.i'楽を íìí! した骨また 、 j!í: l lI:に人勺てむ~~~gi f~ ，'i、

総111家I，Uと(1:えており、その主まIUlifiまで令い、ている。

-}j、これをIt々 木JU時から凡てみると. 1;:司I~Ii:l'-I 
にも、 ~i:・-健の{飴)}を rrl'e して I r~ 人M を'ぶ l淀川にキIl議し

たと考えられる佐々本氏関係の (11臨式 1:のれがはえ、

その・;百;をViiしていたリ '11:としていたニとがわかる‘

それらのれを製げると7;(町では十Itr付/::jh~'ì: '1'UJ氏、

総伺l及、L<野を}日;・とするiζ野氏、小川をj川とする小川

氏、そして I~r:・の~~.jU6L\. である。ニれらはいずれ L

'1' ti /，~ト i家と .7われる'1'1'1式 1: て・ある IJI tft武 1:li 

1~í惣中といわれるほ郷の l ，iJy， ll' て'地域(1()I二まJ;介してい

くj虫{'H*による1'1ifi*l[品五でIf%えされたj出I，ntr:であ 1)、

二れらの内 li. 1 ・ケぶ IJ~じ 1:σ川しのげ、i 、 l毛 ';(Jじ qq1487) 

{二起こったL.f'/の，f;L(約め1"1¥1父め)でIH1Jお，.，';)がベj{J

1""';車!UlJI.rをiI'[とうとしたとさに 1'';flJ I¥:に以しIj成JJ)があ

ったむのを '11ti /i， l' :.!~:'t と休したのがI.lfì ;iリとされて

いる，ニh以i去、これらのパ I:jギlよ縦1I11，!L毛いよる水

紘1111'.(156H) 'tJU\・.~:械の|協必と J、 flJ氏の!lic，じ以降、

1じむ1乙(Io(1570) 野洲川のlji~ ~" )c 1ト:2 fl' (1574)イi

ì~l)械攻め と flI次ぐJじ((i-k I[の1111'{J欠ぬにより、総111

f，lL去の"1'1"1 に ~F ってい<.つまリ 多泊ii'. I 己氏を討し・これ

らの式 1:が、六flJのえ:I¥!1，' Iニ;i'(かれていたのは{恨か叩

;ドfEであったというニとになる.しかむ、これらの式

b主はn下惣小という nifi的な幸Il織を形成している 1.'た
ちであリ、{伝々 '"'，:!¥の絶ιJ7>J¥!V =いい 5るよとは11¥

4去なt‘・
つまり、 í， !;~~li:全体から礼II(I'、子安11年代以米、 t長

崎(f.!(j丘 -I:'~P占院と (l~h;Ü\:の ~EI令|であり、鎌(111年代から

す:..i!による制II:~如lが1i; まる lii~t '~)I を主主てヘ}

- 2 ー



If~ !iH. ・. ~:; {<f( 
J也 lベ ・ 例 1~. れ

第 2 J也 lぎ 司~ :~ 11!!. 1 .. < ゐiI 7 JIl! 1ベ 寄~ 9 11!!. 1ベ
r.lt 'te 日住 1I1l 5 52 63 251 
色 :{;i 備 6 35 36 284 

fJl: DF. IH 1滋 J七 日2 。 。 5 
樹iI i )1 iO 陶務純 。 5 1 
総 日2 2 22 6 50 

'1、 13 115 [(】6 591 
r.IIJ 'i'l ir.，¥ e・』1λ 5 4 6 16 

」七 'C'( 甘JJ 鍔 {.I・ 。 20 お 日6
ぷ i'l~ IH !~ iも t'{ 社';~ 1: 11 鍋 () 2 12 

1: t.IIJ '，'， 1'.日:f II うらく 。 2 10 
ィ， 鍋 。 () () 4 

5 32 17 1011 
111 占も 1;首i 4九

、.
t4 針λ :{ 行Rー

~( J市 畏 事4込 () 2 3 119 ぷ'.1 J~I\ II ~ !~ 
」

~・、1 4色 、、、 ‘・ 針h () () 3 ー
Hil ); 7， し ふさf

" 
() o n 

5 6 HIO 
I11 il1' カ j 4 I 14 

~~ ‘ "h j () 。 () 2 
討? '5l': () 2 ] 

Itj: "ilt If~ 悠 ;~~ 、 'ρ・，・， () () o 。
オL f治 、・‘-・・~ 。 ピ 3 
i'l'~ JIJ¥ '，::・4ずーp 

。 3 1 
総 2ii 匂::~

。 4 3 
1 14 6 24 

総~:~ c作カj {~{4 浮} 1 2 ') 

.品~~ I芝居~ !~ .)( 今.、. 。 3 21 
)(. 。 2 。 3 

5 4 26 
ノ，aa、 21 171 139 935 

表| 検江遺跡土器組成表(ロ ータス 1・2・3により作成)

るiln[KI;ti11となったれ11I{1Iゲrtでむ近衛氏をi;(ii:とし (1:地 以ト.のことから、い決IÌ: の，!l!~Jから ~~llfl' rぷ~al'tき

の Itr:-がよれを ifìめゐ資がこのlì~幼から両手る.その i去、 の山・:焦が子1:II:する1，1保II:という場所と、また1，i来続き

;1 Er，.1の解体する lil~I"III.~ltにありては.多紙1己氏ととも がIIIJJLする E陸~1" lìíjmJ という 11年代にあ勺ては、 . I i < 1立総

にい楽fI:I.t)lli (，iiをJもにし、総111í . ìJ~がj山r:を ffll えた |時 以家からi立 iIM'~己の íi(iする とよろの、いわゆる柿I"J ~([:È

jなから総1111，11<1ょI，.r!，し'1:.::; JIlf;ぴる ζ とになる。 の;11:11.1であっt.:.と行・えられる。 しか b、これらの't磁

ょのニとから ~・えて 1 57()fl'.以降については、松1::11が には (1:地のllil人でんる 多脱出氏が、深くかかわ ってい

拘午i~ しの: Jむの代'，'~.・ て'"，'" 勺た多~ì(， 1 6氏がそのまま j[dll:以 る ω そして 、 l~lj，*JI， ，)nがlí後 J/.~ て. !t~j立 ~!.ç) ' I:fnが!;fì まろ

怜 Li;(iしていく ζ ととな勺たと存えられる. うとしていたH糾UIl:J.li制よ、 Hl(t)己氏ごと品i'W.1111，Wの勢

1;1: って、 ì!I:iI了:I' II{~ という J也位以外にはい当日立さとがi JJの jえ~):とニろとな勺た k うである。

びf・J'くものはいまのとニうなも、. (守必のii(i.tt!!.とし て これらのことは、 f. !:~~ ' I :. ， 'li を号える 1 '. て~11;(も市役:な

li，!l.Hでli11' i'{ m;には州~，Ij: しかないようである)主 点である。しかしながら、 I，!決伎の '1'.J，nがどの M~にし

m[IIHtに L守必N!不人怖が必められているjil:闘に佐々 てIWtfiされたのかという終えにはならな L、ニれが、

木氏が人リ j主む余地1:1令くないのである。それを，r，す さらに今後のIliJ組となうていくとよろであろう。

ようにJ己主kによればIIIJ応 9:r (1501)、近衛政家の代、

代r:~4'ii・ 1己 114fllí!も i~iの 11約二、 1.;栄IÍ: が佐々木。:リ

ilCIしtうとしたニとがあったが、ニのときj!i:iI:で当時 以上の ζ とから o t，;梨総与の '1:.I'l(に I~J して々えると

かなりの'J~W カ‘あ，たと行えられる Ilt隆氏と公家の J1~ '1，政そのむのは、:慢の{(.(r" -j-る地域のJ正配形態からAe-

.r~ JH¥. (j止i:1r氏と倒的1¥¥1係}の，，1'4i主に上り病l解してい えてむ、 1'.~i;lf~悠の 1ê1J{刊. .勺 11与のj!I:iI:の 1:総組成か

る‘:"M'，・ニのJt!!.か欲しかったのかむしれないが子に人 ら号えても '1'[11: 初uれからf;f;まる ~Þ'i;\'に小限・的な土器'主

hるニとは:11~~なか，た I うである 必形態であるといえる
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偽)0.8%

③0 . 7%ムバコ~

供織形態内訳

煮沸形態内訳

E 4.8% 

第 2j也区土総織成上t

第 3地区土器機成!t

① 土師賀土若宮血

② 緑色土録者電

③ 1i:器椀

④ 瀬戸・美滋陶器椀

⑤ 磁滋

⑤ 土師資土器釜

①友質土号音釜

③ 瓦質土著書鍋

③土師貧土器熔絡

⑬右~
⑪ 常滑霊E
⑬ f言楽議

⑬ 常』号室 貯蔵形態内訳

⑪策l置系皇室

⑬ 瀬戸系霊・瓶

⑬ 磁器受

⑫ 山茶腕系こね鉢

/ ¥1 ⑬ 東矯系二ね鉢

⑬ 信楽焼二ね鉢

o 13.5 

\~前
A 65.2% 

土器構成!t

A 供勝形態

B 煮潟形態

C 調理形態

。貯蔵形態

E 調度形態

A 76.3% 

事IP地区土器構成比

第 9i也区土器4脅威比

図 l 横江遺跡土器構成比図(ロータス 1・2・3により作成)
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そしてそれは、 iJ'(必総からめまり大m.段な~tjf(~によ

勺て、 -1"1を越えてjg陥f也に多}I!にiifU泊していた止とJIE

系や'，i;~' 十rt .x~;の主演tr~ とは典な 1) 、 f;1楽銚きの生産{ま決し

て大月H必なものではなく 生態I:fj~fì当 1')){1 、 (成段階で

のj!l:ilを縫えて ，'Ii:1:するj古物を礼るに 、も うひとつの

~1:. ~1tJ也て'ある fJtti を除 ! tI王、畿内|控11付では1'0/.1の干長!fi}}と

してのjS物以外では、以外での11Iニl二品(1圧倒的に織[U

Ul:去の 1'，治!j背後を泌としている。)~j: 1胡を ~:It持 して行く

ための ~t:，i)じから 1.1<11付の;石川に刈して供給していくため

の生産て'あったと，与えるのが安当であろう。

しかむそのI!U必総の'1"心は、 i却j北ゃiiVJiJLi北部での分

イn が.m.汁凶!f_きや lt!& lìíj銚きに ~II' さ札ている級制 |からむiliJl 

l持、 ì，~J~~ にあったといえる。これは中1山口iにおいて i倒

的、 ì，~J 京.I1l!.械で~~婦系のこね鉢と 'I; ; ~' r，'t山主主的~~こね鉢

がk-t曲干している係fllと似ている。こhらの鋭利11止、 i，i

栄NI:. きが'ji汁f'rゃ ~{rffì系、総îiÎj :tl'tきの:冬を決して以返し

ているのではなく、このあた りでは 、病鉢はい朱のむ

のを i史い、大型~'i';i~' 付?を hE う .. という . i . うに、 ii'í'l'l と

' I :A~の I)\JI~ による rf!iIi'Jに|日H，f:Jから、 M{;tMを使うと

いう日詩的と JI'~悠の 1'1: \、分!すという J)~~~が，包きている現

H と行・えることができる 。 そしてそれが!!IJ 、，~':j lllli-Jjff

hlliという 11日泌だけでかたづけられるむのではないこと

むムうまでらない。

よ勺て;，:，然のごとく 、Ili代からtdLき法制tilliflt泌をh・

って いる大j見限な '':i~'j'、持生J"{{が-{I ~ ~米総きの '~.ï)n に よって

似jAされるということは金〈々えらuないのである。

' 1 ' ・ 111:の j{ij工 ~'dí' { ;t 、 tlt令体;Ii!1 c') IJ¥1J災後独立した職人

1(1としてJI:'ii';にi:ll{o'!t1)と前3J'l;1)を持った-fl子，.，であ 勺た

上うである。11与として必ぃ ιのにもつきまたI.J..し、一日:

の '1 ' を j伎って手た。 ~'fiJ:た=片 Lt 、付 |ばする{ぶIj!1 にむ I(ij

I刊号fのを干iらっていくようであ る 。 そ tl を ïJ~す ように jlí'

iI:の'1'で1， '1 '-1り::1'，昔話はひとつの流れを J守った~U)l( と流

jJ.U、 ii刊Yがh'わtlている。

f;佐ヮて 、 ::;授が '?I: ず1・する J臨J~の.xì'i~1形態を J7-えて L 、

それらの!主派にわJしては大きな:管場と Il>l1)を忽!伐させ

る jIT; 'III:以1;手のI. i栄'1:.践の I{IW~ゃi丘 1 1:の二'J:泌というどけ

でのうf泊iから /JE"i&~' としての れ をあてー 'n，1の jl'(i ;f~物と

して 'Lバíi を ~'1刊!していくというようなi前l川 ;~1.{(Ý.) な 7tft!

(1全く イ;百TrigでJうるといわさ'るをえない。

ー・1"1の<':1'，泌がJI:friをt;:J'Ilしていu(;;(織IIIJ，H長によっ

て1/，:々 木氏ととむに.l'}i;J.!Z(I(j>d，'N}.'，i;・令交けているであろ

うし ， 1々 々木氏の ~l，ilrに係わるきちんとした記録も伐

うていよう 。IfW:iiが止UJでもJI事ちi{，¥なかった二と l止、

栄di楽l_;j~を悦きながら・ Jjで附を変身T していくという

織IIII.Wのjf!1~~政策でら 1り l らかである 。

ij'j'i'U也の分イli1:: 1\'/式'~j盆を 4・える I~~ リ激~OJCI) j!i i 1:を

1，¥楽焼き (i13):出と*き延びている。それはまさしく jIT:

i事j$(Jf.I; まで絞くい決Ji~の jj([ :ì =. である jJj:1!f.i氏。)1Jと:iEI-:t1

F 
d 

解体後も ~WI記長一忠臣秀士一徳川家Llt と j!l:“|止以降む

ιI~ き延びる代1主Jの多桜L1!，氏の 7J と rl' t'u洋の特災な 1" ifi 

組織 qr:I'惣巾」とによってtlfわれてきたものであろう。

'1-，.世口 'ì;~・1<11同誌: 1:，広から始まった、 {ki来続き ' 1ミ伎の今

卜|のような!万楽焼きとしての;y，iiiと'1ゴ.戸UJ{主、以前に

も IlhjWJ として述べたとおり、やはり従ii，rnf;ilとという II，~'

代と名物思巧・から始まる茶の湯文化の ;i診，.\:~であると ，考

えられる n そして、さらに江戸時代のぷ|孟l物践の奨励

と ~~~t J~'t. による茶資生活~!こよって新たなi立を切り聞か

れ、fJt}j坐労:グ)11山首系刷協の生旅1JとiAd:rによリ、そ

れをllll') 入れたい※!iプ，'，.' j;rに数え般げられる i立のご~

j~j・とな 1) 、その後もますます発1民し今 II!こÊÍ';ヮたので

ある。

5，補説

モンテリウス氏から IJ，:ú;{crt氏に干るまで考 11i~:NI() な

十 日器研究{立、!日 i立q: と Y別式ヴ: を )，!i~~ とし 、 -'-tMlì物 と

正Il{干せからキ11.t.t1IQtと別式 ・隊式をlリlらかにしてきた。

さらにj必i~では、そこから ~111えや分.{jjと多 fIJ (I(J!":十'，1m
を-t;Eえ、その'I'ti.変にi}1む生jJ'riのIH1:必やiAti凶の間組、ひ

いては社会そのむのを191らかにしえるむのとして問:光

がiffiめられている。ミよでJ投う j立物{ま、も%ろん )，!"本

的に:í~~J:li Î~'~ ftによって)U.!.されたi立桃に1'1¥う ーjiF，j造物

である。こiL!.1:どの Ik，~代の j立物であれ 、 H'j'lV也、 J，I:.il'í~

地のii2・~Wjであれ、 b V')をn:Jiヲず~'， Ii・!:;t:的研究めJL舵と

もいうべきところである。

しかしながら、 IIS'としてあるt'J'妹 なi立物を扱うとき

:11:巧11iヴヴドjな方法ーが!日いられる幼介がある。それは、

i立物が美術品として現代にら(tき延びている均{¥，U:々
にして，包J二って いるようである。 二のiJ}jft、そのむの

だけをlr~ 1111 ¥されて、 J及う j立物のft，くは.ii1tlYiを自IUlて

しまい 、 ，tkltと十.，H非正IL目見をl!lH泣き tlる。また 、!I:，;;n

九kにl似り級われるj古物Lt~~のぜ<.1'，係取品物となリ 、 さ

らに 1ぷ一佐川 と|対1:にその物体だけがU~められ ~ii~べられ

，論 じら.tLるfiJfトカず多、、。そしてその車Ji米、 ひとつのも

のに 1，1;1 決 してしまうため、そ のJI.ÿ. I"~の .1:，総主I[成のあり

jjそのLのが欠決してしまい、全体のiflUlがィirくはえ

ないという危険性が行ーえられる 。こtllよ:X!Wj史的には

よいが)).，'j'f:U.t:JI"ii¥ によくなも、。

本米(I~j にはニのような下法lil1lJ泌いであり、 号'，，山山lh~ifγe汁.♂7、7'

的な似t命q治7カか， !") l 、え!ば工ぷ、令てその"，~;f代℃にf仔uιl仁:したひと勺

の昔総詰係の 1'，苦総総日詰らとして扱い、 与'i'jや(1切な子法ーによリ上部

(l1I"~'EがすIわれなけれ lまならない。

以内ijの陶段目品目Jf究の1メ，(i.: -'1ifjj立物から与えようと

いう 15'i'iヴ:(I!)(iJf究の大切さについてや、'，';';.th!Gりよから九
十|・lまで会Ilil4Rfî'1を縫えるrl'111::ヤーのゴ置はから 、 ら{土ベ'J〈

， 'i:~~だ It でかたづけられるようなl~iJ泌ではない段l滑に

~~ていることと判よ、 le(に数 :1 ;， f， JIijから鍬flfされている



ところである。 た。記して!ぷ調tしたい。

今後のj[iXの中j!IilJ:の士宮誌研究の行<~ミを巧・える元首: ⑤'-1羽生l'gJ1乏から{卸教示をいただいた。

1!iI，えでも本総はそれらのIifriii2をN，}立行った次第である。 ⑥フト;戸利義;fr 付''!iJ.:ì立幼:発4~rr;羽1H初日1干 1 J 滋 1~t'it教育'
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